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高性能機械化作業による林地への影響の評価方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

図-１　試験状況の概要
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   図－３　　表層土壌の全孔隙率と容積重
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     図－４　深さ10ｃｍ　ｐＦの変化
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1 研究の背景と目的 
 近年、伐出作業の高性能機械化が推進されて

いるが、これによる森林環境への影響が懸念さ

れている。この研究では、森林土壌への影響と

現地で評価するための指標を見出すことを目

的に調査を行った。 
2 研究方法 
 調査地は、大迫町内の 42 年生スギ林分で、 
ハーベスタとスキッダによる列状間伐を行っ

た。調査地内に 30 箇所の測点を設け、機械化

作業による土壌の締め固めと攪乱の程度によ

り、それらを重度、中度、軽度及び対照（機械

作業の影響無し）の４つに区分した。各測点に

ついて、土壌の保水性（表層 10cm のｐＦ値）

と物理特性（細土容積重、透水性、孔隙率）及

び施業後植栽した苗木の枯死、衰弱、初期成長

を調査した。 
3 調査結果 
 植栽木は、重度の箇所では植栽翌年に枯死、 

衰弱するものが多く見られ、中度では下枝が 
枯れるものが多かった。  

土壌の保水性については、降雨後ｐＦ値が

1.7（植物が正常に生育できる水湿状態）に達

するまでの日数が、対照では 5 日間以下、軽

度及び中度でほぼ 5 日間であるのに対し、重

度では 18 日以上を要した。 
土壌の物理特性については、攪乱の程度が

強くなるほど、細土容積重が大きく、透水性

と孔隙率が小さくなる傾向が認められた。 
これらのことから、機械化作業による土壌

への影響は、現地において、表層土壌のｐＦ

値を測定することにより予測できることが明

らかになった。 
4 成果の活用 
 高性能機械化作業による伐採・集材の方法

及び集材路の配置に関する指針作成、施業地

の造林計画に際して、ｐＦ値を活用できる見

通しが得られた。 
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図－2 テンシオメータによる土壌ｐＦの測定 

図－１ 試験状況の概要 


